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コミュニティ・カーシェアリングを
通したともに支え合う地域づくり

３班 政策提言のテーマ



本市の現状と分析
（高齢者の移動に関するニーズ調査結果より）

4



5

秦野市も全国同様

２０１９年現在
６５歳以上の高齢者は、
２６．３％４人に1人の割合

２０２５年は３人に１人、
２０６０年５人に２人の割合

超高齢社会が続きます。

秦野市の人口推計（全国の人口統計より）

出典：総務省「国勢調査」及び「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」
（平成24 年1 月推計）：出生中位・死亡中位推計（各年10 月1 日現在人口）



●「通院・買い物等の外出の手伝い」は17.1％

17.1%

出典： 第7期 秦野市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画より 2018/03 6

地域の支え合い活動について

26.5%

●「気軽に行ける自由な居場所」が最も多く26.5％、

（ｎ＝1,741） 複数回答

※資料：平成28年度秦野市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査



●「自分で運転する自動車」が43.5％、
●「人に乗せてもらう自動車」が28.2％で、

●合わせて71.7％が自動車を使って外出しています。

出典：第7期 秦野市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画より 2018/03 7

外出する際の移動手段について

43.5%

28.2%

７割の高齢者が自動車を使って外出している



出典：第7期 秦野市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画より 2018/03 8

外出を控えているか・その理由について

●「交通手段がない」12.6％

●65～74歳では「はい」が10.2％、75歳以上では29.3％

＜７５歳以上＞

■外出を控えているか

■外出を控えている理由

＜６５～７４歳以上＞

10.2

いいえ

88.9％

無回答

0.9％

はい 10.2%

（ｎ＝872）

29.3

いいえ

67.9％

無回答

2.8％

はい 29.3%

（ｎ＝860）

これからの時代は

「福祉＝交通」の時代が始まる！！



高齢運転者による交通事故発生状況
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●事故全体に占める高齢運転者の事故割合は増えている

出典：警視庁ホームページ 「防ごう！高齢者の交通事故！」より
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国においても平成２９年７月に「高齢者の移動手段の確保に向けた
環境整備」通達があった。

高齢運転者交通事故防止に向けた国の取組み

◆高齢運転者による交通事故防止対策に関する関係閣僚会議
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運転免許証の自主返納に関わる状況

出典：運転免許証の自主返納に関するアンケート調査結果

平成２７年度警察庁委託事業「刻々と変化する交通情勢に即応するための交通安全対策
（高齢者講習に係る新たな制度及びその運用の在り方について）に関する調査研究」報告書より

車がないと生活が
不便である 68.5%

交通手段に関する
支援の充実 45.9%



本市の移動支援の取組み状況
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本市における高齢者の外出支援の状況

＜高齢介護課＞
訪問型サービスD「移動支援」の実施
地域支えあい型ドライバー研修の実施

バスの乗り方講座（高齢者向け）
＜交通住宅課＞
移送サービスの提供
かみちゃん号
デマンド型乗合タクシー
（渋沢駅⇔栃窪・渋沢エリア）
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「福祉」と「交通」の連携は全国でも先駆
的に取り組んでいる
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個別輸送(輸送密度小) 乗合輸送(輸送密度大)

利
用
者
不
特
定

利
用
者
特
定 ﾏｲｶｰ

ﾀｸｼｰ 電車ﾊﾞｽ
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ
ﾀｸｼｰ

ｺﾐｭﾆﾃｨ
ﾀｸｼｰ

自家用有償旅客輸送

利用者特性と輸送密度による分類図

福祉有
償輸送

政策提言

コミュニティタクシー
（おおね台ルート、渋沢駅
～赤十字病院ルート）

栃窪地域のお買いもの
クラブ

訪問型サービスＤ
（広畑ふれあいプラザ・
いきがい型デイサービ

スへの送迎）

本市における高齢者の外出手段の分類
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ラストワンマイル
の移動手段

＋ 地域での助け合い
（共助）

融合

「コミュニティー・カーシェアリング」

政策提言



「コミュニティ・カーシェアリング」でつながる
地域づくり
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石巻市の連携体制図
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実践している石巻市の皆さん
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目的は「支え合う地域づくり」
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乗り合い買い物・ランチ

旅 行

外出支援

たまに使いたい人が使う



経費は実費を平等に負担①
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費用の試算（モデルケース）
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会員20名のサークル活動

毎月の維持経費

【支出】 合計 ４３,０００円
カーリース代 ３５,０００円（自動車自賠責保険、車検含む）
ガソリン代 ４,０００円/月
駐車場代 ４,０００円/月

【収入】 合計 ４６,０００円
買い物ツアー ５００円/５㎞×３人×４回 ＝ ６,０００円
外出支援 往復５００円×２０人×４回＝４０,０００円

経費は実費を平等に負担②



地域の人たちで運営する
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活動の組み合わせがポイント
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今後の展望
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本市への導入について

秦野市

設立支援費用100万円／年
１地域導入後（３か月サポートプログラム）

自動車部品の無料
提供

無料タイヤ交換

（一社）日本カーシェアリング
協会 利用団体

連携協定締結

事業委託

運営サポート

支援依頼

導入支援

企業

職業訓
練校
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導入に向けての流れ

令和２年度 令和３年度 令和４年度

市

利用
団体

CSS

事前調査(候補地選定)

シェア会設立

ＣＳＳとの協定締結

CSSへ事業委託 100万/年

サポートプログラム

テスト運行➡本運行

定期会合

継続

情報共有・調整

利用団体とのリース契約

※CSS：日本カーシェアリング協会

ボランティアドライバーの発掘、育成
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コミュニティー・カーシェアリングの担い手
となりうる団体について

•おおね台地域のおたすけ隊

•栃窪地域のお買いものクラブ

• くずは台自治会（友遊サロン）

•山谷自治会



取り組みの効果について
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１．生活の質の向上
（1）外出機会の確保による生活意欲・精神の健康回復
（2）社会参加の促進による介護予防

２．免許返納

３．地域コミュニティの強化

４．イベント時や災害時の利活用



外出機会の確保による生活意欲
の向上、精神の健康回復

•通院、買い物等への外出サポート

•気の合う仲間とのお出かけ会

•移動弱者・引きこもりの減少

•楽しみの共有
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効果１．生活の質の向上

増えた

56％

変わらない

44％

向上した

72％

変わらない

28％

Ｑ．気持ちに変化はありましたか？

Ｑ．日常的にあいさつや世間話を
する人が増えましたか？
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・高齢者による交通事故の減少

・高齢者を見守る家族の安心

・車両維持費の削減

効果２．免許返納
朝日新聞 2019/12/3記事



効果３．地域コミュニティの強化
～支え合う地域づくり～
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・ツアー活動（花見や旅行など）の実施

・地域の助け合い強化

・民間協力によるサポート体制

持続可能な共助の輪ができる



効果４．イベント時や災害時の利活用
～コミュニティで支える地域防災～
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・避難拠点での非常用電源（ＥＶ車）

・災害時の車両提供

・情報の収集・発信

共助で支える災害対策
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ご清聴ありがとう
ございました


